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臨床検査に於し、てX線検査の占める役割の大なる
事は論をまたない。 X線検査が活用されるにつれて
之に対する要求は次靖に増加し断層撮影その他遺影
撮影等につきる所なく進歩発展をみる~こ至ったが，
X線による人体の精細な観察を更にト分ならしめる
目的から近時 X線拡大撮影法が;邑求されて来た。
1931年 Vallebonaは初めて X線拡大撮影を試み
X線放射口にピンホールを置いてX線焦点を徴小化
して直接拡大撮影を実施したがX線量が十分でなく 
実用の域には達しなかった。 1950年に至り PhIlips 
の研究陣によって廻転湯思管球が初めて完成される
に及んで直接拡大撮影の臨床ぬ応用が可能となり，
Zimmer，Moon，Hodges，Fletscher，Gilardoni， 
Wood，Plaat及び Buchner・等によってその研究
成績が発表されている。
我国に於いては廻転陽極管球の他にパイアス管球
を使用して直接拡大撮影を行う方法が 1954年以来
高橋氏，小見山氏等によって試みられ種々実験成績
が報告されている。然し多数の臨床症例に就で之を 
実施して単純撮影像との比較検討を手術所見と照合 
しつつ行った報告は未だ少い。著者は 1954年以来
従来の装置に改良を加えたノζイアス管球使用撮影装
置に依て諸種の対象に直接拡大撮影及び拡大断層撮
影を実施し，殊に肺結核病巣に就て手術所見と照合
しつつ単純撮影像との比較検討を行った。 
I. 基礎的研究
わバイアス識小焦点管隊の作成
著者は拡大撮影用管球として東芝製空冷 6KW管
球体 5029)を改造使用したがその管球構造は陰極
から 3本のリードワイヤ{が出て居りそのrt12木は
フィラメジトからのもので加熱回路を形成するもの
であり，他の 1木は集東電極からのものであって加
熱回路に短絡している。改造方法としては先ず集束 
電極からのリードワイヤーを加熱回路から引離して
之に細硝子管を通して耐庄 3，000V程度に絶縁し管
球外に引出すσ 此の絶縁方法に就ては，実験中加熱
回路及び集束電極閣に 1，200V程度の電位差を与え
た場合屡々リ{ドワイヤーが真空中から出る出口の
部分で、短絡を生じて支障を来すことがあったので， 
その部分にゴム板を挿入 L更に絶縁泊を満す事を考
案し短絡を完全に防止することが出来た。 
次に集京電極からのリードワイヤーを高圧回路に 
直結し，加熱回路及び高圧回路間には 5W容量 10
KDの固定抵抗を四個連結して挿入した。
2) 撮影装置
上記管球を支柱に取付け，管球は支点に於いて廻
転し任意の傾斜角度を得られる如くした。その直下 
に撮影台を置き，撮影台の下にフィルム台を設けて
任意の高さにフィルムを固定出来る如くし管球の
上下移動と相侠って撮影像の倍率を任意に決定出来
る女口くしTこ。
使用せるX線発生装置は島津製 300ミリ単相全波
整流装置であり，加熱~圧器は別に用意し 20 V，10 
A，耐圧 70KVのものを使用した。
3) 拡大撮影装置の検討
i) パイアス現象の強さと焦点の大さとの関係
上記管球構造に於いて述べた如く加熱回路及び高
圧回路間に抵-抗を挿入すると加熱線条の電位は集束
電極の電位よりも高くなって，加熱線条から対陰極
に向って流れる電子流が絞られて来るのがパイアス
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現象であるが，今パイアス現象の強さを Eg(V)， 測定用の平行銅制線を使用して各X線方向の線東に
抵抗を R (KO)，管球電流を 1(mA)とすると よる 2倍拡大撮影を実施して実験した結果 θ=3" 
Eg=1.Rなる関係がある。此の Egが大きい程電 までの線束を利用した場合に拡大像は最も鮮明で、あ
子流の絞られ方は強くなって対陰極面上に小さな焦 ることが判明した。 θがそれよりも大となると「ぼ
点を作るわけである(第 1図入 けJが伴って来る。叉θが小となれば拡大像は更に 
ii) 実効焦点の測定成績 鮮明となって来る事は実効焦点の大さの菱化からみ
実効焦点の大さの測定方法としては直径O.l1mm て当然であるが，実用的な拡大像を得る為には焦点
の錦細線を O.l1mmの間隔に平行に並べた模型を の大さと共に写真効果をあげるに十分な線量が必要
使用して之を撮影しその際の解像力を利用して幾何 である。然るにθが p以下の X線東は実効焦点が
学的に焦点の大さを算出する方法を採用した。 ー徴小化するのは勿論であるが， X線量が極度に減少
又加熱線条の方向に一致する長さを実効焦点の長 して実用的にはならない。結局θが 10__30の線東が
さとし，それと直角方向を幅とすると，バイアス現 鮮明なる拡大像を得る事になるが，臨床的にみて観
象の強さ Egと実効焦点の幅の大さの関係は次の図 察に耐えられる範囲は更に広く θ= 30~50 の線東も
、の如くなり Egが犬となるにつれてその幅は小とな 十分利用し得る事を知った。
りEg = 1200Vでは 0.24mmとなる(第 2図入 今θ=lO~40 の線東を利用する場合を考えてみる
第 2 図 に，管球及び被写体間距離を 75cmとすると 4cm
2
ft王。ぇ主・犬 t の範囲は之に入ることになって臨床的には十分利用 
I}'TI L得るものである。r'i1H:.'.EJかえれ
iv) 解像力の比較
主
焦点測定用に使用した平行銅細線を用いて 5X5， 
3 X 3の各焦点を有する管球と解像力の比較を行つ
加。 ん た。方法としては，管球焦点及びフィルム間 150cm
りf凶}t> として固定し，平行釦線をフィルムから離しながら
次に実効焦点の長さはX線方向によって著明に愛 撮影を繰返す。フィルム上の像に於いて相隣る 2線
化するものであるが，更にパイアス現象によっても の半影が相接する距離を町， 2線の像が融合して 1
多少愛化を来すものであって測定値を Eg= 1200V 線となる距離(フィルムからの〉を n2とすると次
の場合に就てみると次の図の如くなる。 θはX線方 の如くなった。
向が対陰極面となす角度を示すものであるσ 此によ 焦点の大さ nl (cm) ll2 (cm) 
ってみると，バイアス現象の加わる場合は長さの方
向に於いても実効焦点の短縮がみられ， Eg=1200 
V，θ=20に於L、ては 0.24mIl1となる(第3図〉。
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第 3 図 の拡大断層撮影装置
支主dft長。人τ 
上記のバイアス管球を作動角度 500の東芝製丹孤
tの{<.， ι 工彼方言i)t.~ I匂1ゑ 運動方式断層装置に取付けて実験を行ったが，取付
けに際しては θ=20の方向の X線東が常に廻転中
心を通る如くする為支持台を考案して之を用いた。
尚装置の性質上，焦点，セクション面及びフィル
ム間の距離は 60，40としたので、拡大率は1.7倍であ
。 る。 
5) 拡大間層撮影装置の検討
著者が実際に拡大撮影に使用したものは， Eg = 。実験用模型
1200Vとし θ=20の方向のX線東であって，その 銅線模型U:直径 0.5mmの銅線を水平面と 300の
実効焦点の大さは 0.24(mm)X 0.24(mm)である。 角度をなす如く紙製の台上に同定したもので，従っ
ii) 2倍拡大撮影に於ける利用X線範囲 て線上の 2点の高さの差はその 2点問の距離の 12
鮮明な 2倍拡大像を得る範囲を決定する為に焦点 となる。
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鉄ノト球模型: 銅線の代りに径 3.5mmの鉄小球
を中心開距離 1cmとして並べたもの。
ii) 3点照射
上記銅線模型を使用して之を装置の廻転面に対し
て直角に撮影台上に置き，管球位置が中央にある場
合，左右に夫々 250の位置にある場合の三つの角度
でX線照射を同一フイ fレムに対して実施してみる
と，フィルム上の 3線の像はセグショコ/面の高さに
一致して完全に 1点に於いて交叉するのを認めた。
叉鉄小球模型を使用して同ーの実験を行って，普通
断層条件の場合と比較してみるに各小球像は拡大さ
れるが輪廓は鮮明で、あり且つ各小球像の分離が悪く
なることはなかった。 
iii) 連続照射
銅線模型を 3点照射と同怜置に固定して普通断層
撮影及び拡大断層撮影を実施して，その断層像を比
較した。拡大断層撮影の場合は 50KV，30mA管球
焦点及びセグショシ面問 60cm，セクシヨン面及び
フィルム問 40cmであり，普通断層撮影の場合は距
離は夫々 110cm，20cmであり他の条件は普通胸部 
断層撮影の場合と同撲である。
普通断層{象は紡錘形をなじその輪廓はやや不鮮明
で，その先端部の淡陰影への移行部は境界が不明瞭
である。
1広大断層像は之に反して輪廓は明らかであり且つ
その形は紡錘形というよりも直線で閉まれた菱形を
呈しその先端部も鮮明に認められる。叉その菱形像
の幅は拡大されて大きいがその長さに於いては普通
断層像に比較して長くなっでいなし、のが分った。
総括並びに著按 
X線直接拡大撮影法とは被写体をフィルム商から
離して拡大像を得る方法ぜあって，此の際拡大像の
鮮鋭度を左右する要素としては，焦点の大さに由来
する幾何学的要素，増感紙に由来する不鮮鋭度及び
被写体の動揺による不鮮鋭度の 3要素がある。その
中最も主要なる要素は幾何学的な因子，即ち焦点の
大さであって之がX線直接拡大撮影法の成否を決定
する第 1条件である。
著者は此の微小焦点作成法をノζイアス現象の応用
に求め，東芝製 6KW管球に改造を加え，高圧回路
及び加熱回路聞に 5W，10KOの固定抵抗を 4個掃
入することによって，加熱線条及び集東電極問に
1200Vの電位差を生ぜしめ加熱線条から対陰極に
向う電子流をパイアス現象によって絞り，幅 0.24
mmの実効焦点を得ることが出来且つこれを実際
の撮影に利用した。然し此の際パイアス現象を更に
強くして電子流を更に強く絞れば，それにつれて焦 
点の幅は更に縮小するものであるが，著者の使用し
た管球に於ては回定せる対陰極であって，電子流を
極度に絞った場合，電子流の集中する部分の荷重が
高度に増加して，その為に管球集点面の破壊を容易
に招く事になる。此の実用性の見地から著者・は Eg
=1200 V程度のパイアス現象の強さが適当である
と考えた。
次に実効焦点の長さの短縮を計る為にはX線方向
の選択が必要であるが，対陰樟面と X線方向とのな
す角度θが小となる程その方向のX線東上の実効焦
点の長さは縮少されるのである。然L実際に拡大像 
を鮮明ならしめる為には焦点の大さと共にX線量も
又之に関係して来るのであって， θが 10以下となる
とX線量は極度に減少して実用性は失われる。そこ
で中心線東としては θ=20 の方向のもの選択利用
したがその際の焦点は 0.24x 0.24で、あった。 2倍拡
大撮影に利用し得る X線東の範囲をみるに θ=lO~
03では最も像が鮮明であるが臨床的に観察に耐える
範囲は更に広く大体成人胸部の 1/4の範囲は管球よ
りの距離 75cmとして拡大撮影可能である。
拡大断層撮影に就て:
バイアス微小焦点管球を断層装置に取付けて行う 
のであるが此の際特殊な管球支持台を作って θ=20
の方向のX線東が常に廻転中心を通る如くした。こ
れによって模型の断層像を撮影してみるに，拡大像
は非常に鮮明であって鉄線模型の場合の断層像は直
線で囲まれた菱形をなじてし、る。且つその像のl隔は
拡大されているが長さに於いては長くなっていず，
普通断層像と同じである。此の長さは殻れる断層
の厚さに相当するものであるザ此の点について幾何
学的に検討を加えてみた結果セグショシ商以外の
一定の距離にある点に就て，それがフィルム上をず
れる大さを検討してみると拡犬撮影の場合の方が普
通断層の場合よりも大きし、事を知った。此のフィル
ム上の「ずれJが大きいという事はフィルム上から
消去される率が多いという事であって断層は薄く蔵
れ，傑の分離が良くなるとし、う事である。然し乍ら
一方に於て像そのものも拡大されるので断定するこ
とは困難であるが，少くとも像が拡大される為に像
の分離が悪くなる事はないと言える。 
管球の耐久力に就て:
バイアス管球に於し、ては管球焦点面が間足してし、 
る場合，その焦点面に於いて電子流の集中する剖'分
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の荷重が増大して「あれjを来す事はどうしても 単純撮影の場合と異って病巣陰影の位置が肋骨陰影
避けられない事である。著者の場合 Eg=1200V程 に対して多少斐って来る。然し之は両撮影像を比較
度に止めても尚且つ焦点面の「あれJは避けられな する上には全く支障とならなかった。
かった。多少これを軽減する方法としては 1回の通 3) 比較検討成績
電時聞を短縮して 0.5秒以下とし且つ通電間隔を 10 i) 健康者肺紋理
分以上設けて冷却の余裕を与えてやるのがよいと 思 肺紋理は単純像よりも遥かに鮮明で且つ末柏、部にJ
われる。 行くに従って細く分岐してゆく状態が判明する。肺
此の耐久力の見地から，著者の用いた管球を断層 紋理は全体として網状の構造をなすが拡大像ではそ
撮影に応用するのは無理であろう。それは通電時間 の網状構造は更に複雑微小化している。殊に外側肺
が 1回約 1秒で更に何回か連続通電する必要がある 野の場合単純像では対比度が不良で肺紋理の細部は
からである。此の耐久力の問題を解決する為には， 無構造な淡陰影の中に没して不明の事が多いが，拡
廻転陽極とバイアスとの組合せが考えられこれによ 大像では尚細部構造を窺うことができた。
ってその実用性は大し、に増大するであろう。 ii) 諺出性陰影
単純像では境界不鮮明な均等淡陰影或は雲索状陰
II. 臨康的応用 
影として現出されるが，拡大像では境界が明らかに
1) 撮影条件 なり且つ肺門部から周辺部に向う扇状陰影として現 
2倍拡大撮影の場合は，揮入する抵抗は 40KQ，管 出されるものもあり，叉単純像では陰影中に輪廓の
電流 30mA，電圧 55KVであり，管球焦点及び被写 不明瞭な小濃厚陰影を僅かに区別し得るにすぎない
体中心間距離75cm，被写体中心及びフィルム間距 が，此を拡大像に就てみると小濃厚陰影の輪廓は明
離 75cmである。撮影時苛は胸厚に応じて外見上大 瞭となり且つ単純像に於けるよりも蓬かに数多く認
中小の三段階に分け夫々 0.2，0.3，0.4秒と決定した。 められ陰影全体がそれらの小濃厚陰影の集積から成
方向は背腹方向である。叉拡犬撮影の場合は被写体 立している如〈みられる例もある。
及びフィルム間の距離が犬であるために被写体の動 此の点は両撮影像の最も重要な相異点であり且つ
揺は拡大像の鮮鋭度に重大な影響を及ぼすため，可 拡大像に依れば，陰影から病巣の内部構造を推定す
及的その動揺を防止しなければならないο その為に ることが出来るのではないかと考えさせる点であ
撮影台上仁腹{立をとらして完全なる呼吸停止を命じ る。これは別出肺所見との照合によって確認する事
ても尚動揺の懸念のある場合は休則に砂嚢を置いて が出来たがそれは考按の項に於て述べる。
之を防止した。叉利用X線範囲が限定される為に， ii)増殖性陰影及び結核腫
撮影せんとする部位を正確にその範囲内に入れるこ 単純像では比較的大なる陰影は周囲との境界が明
とが必要であって，その為管球焦点に相当する管球 瞭であるがその陰影内部は略均等に近い構造を示し
支持装置の一点より重錘を下して目標とした。 て居り叉小陰影の場合は周囲との境界は不鮮明であ 
2) 単純撮彰像並びに拡大撮影像の比較方法 る。之を拡大像に就てみると境界は更に鮮明となり
先ず撮影時期が同一であることが理想的であっ 而も陰影内部は均等無構造ではなくで濃淡の陰影模
て，殊に諺出性陰影であって化学療法を実施中の場 様を認める事が出来る。叉単純像では認められない
合の如く陰影の推移の速いものには同一日中に両撮 か，確認し得なし、小陰影が拡大像では数多く現出さ
影を実施した。然し増殖性病巣とか!日]膜肥厚像の如 れて来る場合が多い。孤立せる円形陰影として現わ
きものに対しては 1週間以内の時間的差異は容認す れる結核腫に就ても同様であって，拡大像で初めて
ることにした。 誘導気管支が明らかになり且つ内容のー骨1が崩壊し
叉X線像を比較する場合，対照度が問題となる て誘導気管支を通じて排出されている状態を確認し
が，之に就ては正確な測定装置は使用せず肉眼的に た例もある。これは別出町iに就て確認している。
略等しし、と思われるものについて比較したσ iv) 空洞像
次に拡大撮影の場合は，基礎編で述べた如く利用 単純像では単調な布'状陰影を呈する空洞壁も拡大 
X線範囲は θ=20 の方向を中心として，陽極側に 像では細し、凹凸を示すものが多く，且つ誘導気管支
狭く，陰極側に広くなっている。その為 θ=20 の が明らかに現出されて空洞との関係が明瞭となる。
方向のX線東を中心線東として使用する場合には， 壁の極めて薄い空洞は単純像では明瞭な透亮像とし
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て認められなかったが，拡大像で初めて透亮像であ
ることが判明したものもある。叉単純像で単一の空
洞と思われるものが拡大像で薄い壁を有する小空、洞
の集合像であることを認めたものがあったの 
v) 石灰沈着像
石灰化巣は単純像に於いても明瞭であるが，極め
て小なるものでは明らかに石灰沈着像と断定し難い
場合がある。拡大像に於いては極めて鮮明で、あつて
白精細にその状態を知る事が出来る。病巣陰影中の微
小な石灰沈着像を拡大像で、初めて発見し別出肺に就
て確認した例もある。
vi) 葉間肋膜肥厚像
単純像で単調な線条陰影として現出されて居るも
のが，拡大像では太さの細し、愛化，走行の異常を認
める事が多く且つ全長に亘って観察することが出来
た。 
vii) 小児胸部拡大像
小児に於し、ては肺紋理が明瞭でない場合があるの
でその拡大像に於ける現われ方をみたので、あるが拡
大像の方が単純像に比して肺紋理は明瞭で、あった。
叉小児の場合重視される肺門の愛化に就ては，拡大
像に於て単純像よりもその部の血管陰影を明瞭に現
出し且つ腫脹せる肺門リシバ腺陰影を現出し得た例
もある。拡大像は小児の場合でも鮮鋭度に於いて単
純像に勝り且つ成人胸部X線像の大さに於いて観察
し得るので、読影が容易で、あった。
viii) 拡大断層像 。
手術例に就て実施したが， 1例に於いては，単純
像で消失したと認定された小空洞が拡大像では尚残
存しているのが確認され， 1例に於いては肋膜肥厚
像に被われて不明瞭となっている透亮像が拡大像で
は 2個の並列せる小空洞で、あることが確認きれた。
ix) その他
粟粒結核陰影に就ては両者の間に差異は認めず，
拡大像に於いても肺紋理は現出されぬ。 
肺切術及び胸廓成形術施行後の狭い肺野に対する
拡犬像は単純像よりも肺紋理，肋膜肥厚の状態をみ
る上に勝れていた。
気管支造影術に拡大撮影を併用した例では気管支
壁の~化，病巣と気管支との関係を単純像よりも容
易に知ることが出来た。
総括並びに考按
以上の単純像及び拡犬像の比較成績を手術所見及
び刻出肺所見を中心として総括し考按を試みるなら
ば次の如くなる。
肺紋理は肺の血管陰影主として肺動脈陰影から成
立するものであって，それは末梢肺野に向って樹枝
状に分岐しつつ帝国くなって行く。比較的太しお肺紋理
の形態及び走行に就ては既に分析が試みられている
が，単純撮影に現出され得る太さ以下の所謂末梢
紋理の形態学的観察は未だなされなかった。最近に
なって高橋氏及び吉田氏等は拡大撮影を応用して此
の末柏、肺紋理の観察を試みその成績を発表している
が，それによれば末梢肺紋理を頼粒状影及び赤田空隙
像とに分けてそれらの単純像及び拡大{象に於ける現
出頻度を比較し，拡大像に於て 2倍乃至 5倍の多数 
に認められると言って居る。著者は各種肺病巣に先
立って健ー康者肺紋理の拡大像に於ける現出し方の差
異を検討したが，高橋氏等と同様の結果を得た。即
ち末梢肺紋理は単純像よりも遥かに鮮明に現出され
ている。此の様に肺疾患陰影の基礎をなす肺紋理の
性状を精細に観察し得る事によって肺陰影の診断を
更に向上せしめる事が出来ると考える。
諺出性陰影: 単純像にて雲紫状陰影を呈し拡大
像にて陰影中に小濃厚陰影を明らかに認める症例の
肺病巣を肺切術による射出肺に就て観察すると，病
巣は均等な菱化を呈するものはなく何れも諺出性病
巣の中に種々の大さの乾酪巣が散在して居り，拡大
像で明らかにされる小濃厚陰影は止との乾酪巣に一致
するものである。叉極めて新鮮な喜多出性病巣に就て
は，単純像では均等無構造な淡陰影として認め}られ 
るが拡大像で、はその陰影中に細小な周囲よりも比較
的濃し、陰影を区別して多数認める事が出来る。此の
事実は肺胞内に於ける諺出液の分布は一様でなくて
返る出液に充満された肺胞と尚空気を残存する肺胞と
が混在して居り，彦出液の充満する肺胞の重複像が
周囲から区別されて比較的濃厚な陰影を呈するので 
あろうと考える。叉扇状陰影を拡大像に於し、て初め
て認めたという事は，支配気管支領域に病斐が限局
Lて居るのであって，単純像では病蛮の極めて軽度
の部分は陰影として現出せず，拡大像で初めて全部
の病愛を現出し得た為に扇状の陰影を呈したものと
考える。
増殖性陰影及び結核腫: 手術例の中には結核腫
陰影を含むものが非常に多し、のであるが，剃出肺に
就て此等の病巣をみると，何れも線維性のカプセノL
を有する乾酪巣であって周囲組織から劃然と境され
ている。その割面は均一な乾酪巣であるものもある
が，多くは線維性の隔壁によって数個に区切られて
いるのを認め数個の乾酪巣の融合から成立したもの
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である事を示しているが，個々の乾略巣の乾酪化，
濃縮化の程度は同一でなくて，割面の所見に依ると 
その色調，硬度に差異がみられる。此の差異によっ 
て拡大像に於いては陰影内の模様が現出されて来る
と考えられる。増殖性小陰影に就ては，別出肺に就
て観察すると，半米粒大程度の結核結節が非常に多
く散在している例が多いのであるが，その際単純像 
ではそれらは殆んど現出されていなし、か確認出来な
い。拡大像では此等が明らかに現出されるのであっ
て単梢像と比較した場合に病巣陰影が非常に多いと
感ずる事があるが之は此等の小病巣を忠実に現出し
ている為である。
空洞{象: 厚い壁を有する陳目性空洞に於いては
単純{象に比較して空洞壁が更に鮮明となり気管支像
を現出することに依て誘導気管支との関係を知る事 
が出来た。比較的新鮮な空洞では壁が薄〈単純像で
は不明瞭で、拡犬像に於いて初めて明確になし得且つ
別出肺に於いて確認し得たものがあった。空洞内の
清浄度を知る手段として拡大像は有力であると考え 
られる。それは拡大像で初めて乾培巣の一部が崩壊
して排出される状態を発見した例があるからであ
る。
石灰沈着(象: 元来石灰巣はX線吸収度が大であ
るから焦点の犬さに由来する現出誌の差異が明白に
現われる。拡大像に於いては病巣内の微小な石灰沈
着像を鮮明に現出する為病巣の性状を決定する上に
有利であろうと思われる。
断層撮影像: 単純像にて不明瞭な透亮像が拡大
像で明瞭に現出され別出肺に就て確認し得た。叉肋
膜肥厚像が拡大像で明瞭となった例もあって解像力
の良いことを証明してし、る。
結論 
1) 基礎的研究 
1) 東芝製 6KW管球に改造を加えパイアス現象
を応用して拡大撮影用管球を作製した。 
2) 実効焦点の大さは中心線東上で 0.24x 0.24 
である。 
3) 解像力の比較に於いて従来使用されてし、る普 
通管球に遥かに勝っている。 
の拡大断層撮影を模型を使用して実施しその優
秀性を認めた。 
5) 此の管球に於し、ては管球焦点面の「あれjを 
来し易〈使用上注意を要する。 
II) 臨尿的応用 
1) 正常肺紋理に就てはその主体をなす血管陰影
を鮮明に現出し末梢まで、追求出来た。
2) 露出性陰影に就て単純像では境界不鮮明な均
等或は雲紫状陰影として現わされるが，拡大像では
陰影内部に小濃厚陰影を区別して認め病巣構造を窺
うことが出来た。
3) 増殖性陰影に就ては，拡大像では半米粒大の
結核結節病巣を明らかに現出する。叉単純像に比較
して此の様な小病巣陰影が遥かに数多く認められる
場合が多いが，手術所見と照合してみるとそれ等は
何れも増殖性小病巣であることが分った。 
4) 空洞像に就ては，壁の状態，空洞内容の排出
状況及び誘導気管支が単純像よりも明瞭且つ詳細に
観察出来た。
5) 石灰沈着1象はJ極めて細小なものでも鮮明に確
認し得た。
め葉間肋膜肥厚像に就ては，単純像よりも正確
に知ることが出来た。
7) 小児の胸部拡大像に就ては，成人胸部X線像
程度の大さに於し、て観察出来るので読影が容易とな
るばかりでなく，単純像で明瞭を欠‘く肺紋理，肺門
陰影が明瞭に分析観察出来た。
8) 気管支撮影に応用して精細な所見を得た。
め拡大断層撮影に於ては，単純像に比較して空
洞の発見が容易であった。
終りに臨み終始御懇篤なる御指導と御鞭捷
を賜わった恩師三輪教授並びに湯田助教授
高瀬博士に深甚なる謝意を表します。
主要支献 
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28) 
3)小見山: 日医放誌， 14，8，487-494 (昭29) 
4)小見山: 日医放誌， 15，2，81-85 (昭30) 
5)小見山: 目医放誌， 15，11，46-54 (昭31) 
6)三島: 応用物理， 22，2，73-78 (昭27) 
7)松田: 日医放誌， 14，12，767-774 (昭30)
8)宮]If: 肺結核(上巻)，南山堂〈昭23)

め河合:結核研究の進歩， 15，71-94 (昭31)
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参出性陰影(単純像〉 同 (拡大像〉
増殖性陰影(単純像〉 同 (拡大像コ
空 洞 像(単純像〕 同 (拡大像〉
